


2
0
0
8
年
1
月
2
日（
水
）は

平
常
展
無
料

新
春
の
お
正
月
特
集
陳
列
と
し
て
、
本
館
特

別
1
室
で
は
新
年
の
干
支
で
あ
る
「
ね
ず
み
」

に
ち
な
ん
だ
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
ね
ず
み
は

ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
に
代
表
さ
れ
る
「
愛
ら
し
い
」

「
か
わ
い
い
」
と
い
っ
た
感
じ
方
も
あ
り
ま
す
が
、

「
ね
ず
み
講
」「
ペ
ス
ト
」
な
ど
、
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
で
と
ら
え
ら
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
哺
乳
類
の
中
で
も

多
産
で
あ
る
ね
ず
み
は
、
古
来
よ
り
中
国
・
朝

鮮
半
島
を
中
心
と
し
た
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
、

「
子
宝
」
や
「
繁
栄
」「
幸
福
」
の
象
徴
と
し
て

人
々
に
受
け
取
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
本
陳
列
は

ね
ず
み
を
題
材
と
し
た
絵
画
や
工
芸
作
品
を
中

心
に
、
我
々
日
本
人
と
ね
ず
み
と
の
関
わ
り
を

示
し
て
く
れ
る
歴
史
資
料
な
ど
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
も
た
れ
る
イ
メ
ー
ジ
と
合

っ
た
作
品
に
出
会
っ
た
り
、
ま
っ
た
く
意
外
な
ね

ず
み
の
発
見
に
ご
期
待
下
さ
い
。

も
う
一
つ
の
テ
ー
マ
は
「
長
寿
を
祝
う
」で
す
。

今
で
こ
そ
我
々
は
年
を
数
え
る
際
、
誕
生
日
ご

と
に
加
齢
し
て
い
く
「
満
年
齢
」
が
一
般
的
で
す

が
、
一
昔
前
に
は
い
わ

ゆ
る
毎
年
正
月
に
い
っ

せ
い
に
加
齢
す
る
「
数

え
年
」
が
当
た
り
前
で
、

一
族
な
ど
構
成
す
る
組

織
・
共
同
体
全
員
で
新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
重

要
と
認
識
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

古
く
か
ら
公
家
や
武
家
社
会
に
お
い
て
季
節

ご
と
に
種
々
の
儀
式
が
行
な
わ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
正
月
の
儀
礼
は
重
要
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
に
は
新
年
を
祝
う
＝
新
た
な
年
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
を
喜
ぶ→

そ
の
年
の
息
災
を
願
う

→

長
寿
を
祈
る
と
い
っ
た
趣
旨
を
も
つ
も
の
が

多
々
あ
り
ま
す
。
本
館
特
別
2
室
で
は
「
長
寿
」

「
吉
祥
」「
儀
礼
」
な
ど
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
、

関
連
す
る
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
ま
た
こ
の
テ

ー
マ
に
は
博
物
館
が
「
新
春
に
ご
来
館
さ
れ
た

皆
様
の
長
寿
を
祝
う
」
と
い
う
意
味
も
こ
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
展
示
室
で
新
し
い
年
を
迎
え
ら

れ
た
喜
び
を
皆
様
に
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

（A

梨
真
行
）

2＊@は国宝、◎、「重文」は重要文化財、○、「重美」は重要美術品を表わします。とくに表記のないものは東京国立博物館蔵です

新春イベント
雨天時は場所を変更、または中止になることがあります。

いけばな

2008年1月2日（水）
10：30 獅子舞 東都葛西囃子睦会 本館前
11：00 和太鼓演奏 和太鼓御響 正門内池前
12：00 江戸の遊芸 昔昔亭笑海 正門内池前
13：00 獅子舞 東都葛西囃子睦会 本館前
13：30 和太鼓演奏 和太鼓御響 正門内池前
14：30 江戸の遊芸 昔昔亭笑海 正門内池前

2008年1月3日（木）
10：30 獅子舞 東都葛西囃子睦会 本館前
11：00 和太鼓演奏 和太鼓御響 正門内池前
12：00 クラリネット・コンサート アマトゥール　

東洋館エントランス
13：00 獅子舞 東都葛西囃子睦会 本館前
13：30 和太鼓演奏 和太鼓御響 正門内池前
15：00 クラリネットコンサート アマトゥール　

東洋館エントランス

新春東博寄席

ミュージアムショップからお年玉プレゼント

レストラン・ラコールからお年玉プレゼント

ホテルオークラ・ガーデンテラスから甘酒振る舞いサービス

2008年1月2日（水）、3日（木）
ミュージアムショップで2,500円以上お買い上げ
の方に抽選で2008年カレンダーなどプレゼントを
進呈
2008年1月2日（水）～1月14日（月・祝）
美術書バーゲンセールを実施

2008年1月2日（水）、3日（木）
お一人様1,500円以上ご利用のお客様に抽選で
プレゼント
［A賞］精養軒オリジナルお菓子

ガトー・セレクション
［B賞］精養軒オリジナルワイン

ハーフボトル（白）1本

2008年1月2日（水）、3日（木）
レストランご利用のお客様に甘酒をサービス

2008年1月2日（水）～1月14日（月・祝）
池坊・蔵重伸氏（池坊短期大学教授）
正門、本館エントランスなど

ミュージアムシアター

2008年1月2日（水）、3日（木）
上映します。各日先着60名様にカレンダー進呈

寛永寺との連携事業

2008年1月2日（水）、3日（木） 10：00～15：00
寛永寺根本中堂特別参拝
根本中堂、徳川歴代将軍の肖像画（油画）、天下
三銘石之一「黒髪山」を公開します。

2008年1月6日（日） 13：30～　平成館大講堂
出演：金原亭馬生ほか
料金：2,000円　全席自由　
往復はがきによる事前申込制（2007年12月18日（火）必着）
※当日平常展をご覧いただけます。※申込方法の詳細
は本誌14ページをご覧ください。
問い合わせ先 東京国立博物館イベント担当
TEL 03-3821-9270

新
春
特
別
展
示

子
年
に
長
寿
を
祝
う

2
0
0
8
年
1
月
2
日（
水
）〜
27（
日
）

本
館
2
階
　
特
別
1
・
2
室

新
春
恒
例
と
な
り
ま
し
た
東
京
国
立
博
物
館
の
お
正
月
、

2
0
0
8
年
も
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

鼠草紙 江戸時代・18世紀 鼠の権頭
ごんのかみ

が美しい姫君を見初めて結婚しますが、罠にかかって鼠である事がばれてしまい、
姫は遁世し鼠も出家剃髪して高野山に入るというストーリーの絵巻物

叢梨地花鳥山水蒔絵脇差 江戸時代・19世紀

日の出と鶴を蒔絵であらわした華やかな拵
こしらえ

に
っ
ぽ
ん
の
お
正
月

博
物
館
に
初
も
う
で



3

理
知
的
な
構
築
性

秋
冬
山
水
図
雪
舟
等
楊
筆

2
0
0
8
年
1
月
16
日（
水
）〜
27
日（
日
）

本
館
2
室

国
宝
室

本
図
が
秋
景
、
本
誌
表
紙
が
冬
景（
部
分
）で

す
。
ど
ち
ら
も
画
面
の
下
か
ら
上
へ
と
見
て
ゆ

く
と
、
近
い
も
の
か
ら
遠
い
も
の
へ
、
モ
チ
ー
フ
を

順
に
た
ど
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
、
小
画
面
に
も

か
か
わ
ら
ず
作
者
が
広
大
な
奥
深
い
空
間
を
表

わ
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
の

空
間
構
成
に
は
、
雪
舟
以
前
の
山
水
画
に
は
見

ら
れ
な
い
堅
固
さ
、
理
知
的
な
構
築
性
が
強
く

感
じ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
山
や
岩
、
樹
木
を
描
き

出
す
線
は
意
外
に
多
様
で
、
力
強
い
線
、
よ
ろ

よ
ろ
し
た
線
、
カ
サ
カ
サ
し
た
線
、
し
っ
と
り
し

た
線
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
線
が
用
い
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
か
ら
五
〇
〇
年
前
に
活
躍
し
た
画
家
、

雪
舟（
一
四
二
〇
〜
一
五
〇
六
？
）が
晩
年
に
描

い
た
と
み
ら
れ
る
こ
の
作
品
に
は
、
彼
の
山
水

画
に
お
け
る
典
型
的
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
な
構
成
、
多
様
な
線
を
駆
使
し
た
表
現
力

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
救
仁
郷
秀
明
）

@秋冬山水図のうち秋景 雪舟等楊筆 室町時代・15世紀末～16世紀初
小画面に表現された広大な空間

迷
い
な
く
筆
を
進
め
、
繊
細
で
あ
り
な
が
ら
一

気
に
線
を
引
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
と
技
法
に
よ
っ
て
あ
ら
わ
れ

た
こ
の
松
林
は
、
艶
や
か
な
墨
の
色
と
相
ま
っ

て
風
の
流
れ
や
森
の
清
清
し
い
香
り
ま
で
実
感

で
き
る
の
で
す
。
常
緑
の
松
は
古
来
、
長
寿
や

繁
栄
の
象
徴
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
詩
歌
に
詠

わ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
等
伯
は
墨
と
い
う
こ
と

ば
で
松
を
詠
じ
て
い
る
の
で
す
。

（
松
嶋
雅
人
）

墨
の
響
き
を
聞
く

松
林
図
H
風
長
谷
川
等
伯
筆

2
0
0
8
年
1
月
2
日（
水
）〜
14
日（
月
・
祝
）

本
館
2
室

国
宝
室

遠
山
に
雪
が
落
ち
は
じ
め
、
晩
秋
の
冷
た
く

湿
っ
た
空
気
を
感
じ
さ
せ
る
画
面
で
す
。
少
し

離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
み
れ
ば
、
ひ
っ
そ
り
と
松

林
が
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。
墨
の
濃
淡
と
筆
遣

い
だ
け
で
こ
の
絵
は
描
か
れ
て
い
る
の
で
す
。
松

の
線
は
普
通
に
使
わ
れ
る
筆
で
は
な
く
、
筆
の

穂
を
い
く
つ
も
重
ね
た
も
の
、
竹
の
先
を
細
か

く
砕
い
て
筆
に
し
た
も
の
、
あ
る
い
は
藁
を
た

ば
ね
た
筆
を
使
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

@松林図J風（部分）長谷川等伯筆 安土桃山時代・16世紀
ブラッシュワークに注目する

お
正
月
の
国
宝
室



五
摂
家
の
筆
頭
で
あ
る
近こ

の

衞え

家け

は
、
千

年
に
わ
た
り
宮
廷
文
化
の
中
心
と
し
て
、

二
十
万
点
に
お
よ
ぶ
貴
重
な
文
化
財
を
守

り
伝
え
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
宮
廷

貴
族
ら
に
よ
る
王
朝
文
化
の
中
か
ら
生
み

出
さ
れ
た
も
の
で
、
江
戸
中
期
の
当
主
で

博
学
多
才
で
知
ら
れ
る
近
衞
家I い

え
ひ
ろ
（
予よ

楽ら
く

院い
ん

）の
整
理
を
経
て
、
陽
明
文
庫
に
大
切

に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
展
示
で

は
、
陽
明
文
庫
の
所
蔵
品
に
加
え
て
、
近

世
ま
で
近
衞
家
に
伝
来
し
た
作
品
な
ど
、

ゆ
か
り
の
優
品
を
一
堂
に
集
め
ま
し
た
。

宮
廷
貴
族
の
生
活
な
ど
以
下
の
各
章
に
お

い
て
、
み
や
び
な
公
家
文
化
の
世
界
を
、

多
く
の
方
に
ご
鑑
賞
い
た
だ
け
る
も
の
と

思
い
ま
す
。

宮
廷
貴
族
の
生
活

こ
こ
で
は
、
王
朝
の
年
中
行
事
や
信
仰
・

文
化
を
展
望
し
ま
す
。「
藤
原
鎌
足
像

ふ
じ
わ
ら
の
か
ま
た
り
ぞ
う

」や

「
春か

す

日が

鹿し
か

曼ま
ん

荼だ

羅ら

図ず

」（
重
文
）は
、
信
仰
の

対
象
と
し
て
描
か
れ
た
も
の
で
す
。
栄
華

を
極
め
た
藤
原
道
長
自
筆
の
日
記
で
あ
る

「
御み

堂ど
う

関か
ん

白ぱ
く

記き

」（
国
宝
）に
は
、
そ
の
日
常

生
活
を
は
じ
め
、
当
時
の
社
会
情
勢
な
ど

が
リ
ア
ル
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。「
歌
合

う
た
あ
わ
せ

巻

第
六
」（
国
宝
）は
頼
通
の
編
集
に
よ
る
も

の
で
、
原
本
と
す
る
説
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
皇
室
と
も
深
い
か
か
わ
り
が
あ
る
近

衞
家
に
伝
わ
っ
た
歴
代
の
天
皇
の
肖
像
や

4

展覧会データ

陽明文庫創立70周年記念特別展

「宮廷のみやび―近衞家1000年の名宝」
2008年1月2日（水）～2月24日（日）
東京国立博物館 平成館特別展示室第1室～第4室

主　催：東京国立博物館、財団法人陽明文庫、NHK、NHKプロモーション
後　援：文化庁　協　賛：日本写真印刷、三井住友海上火災保険
観覧料：一般1,400円（1,100円／1,000円）大学生・高校生900円（700円／600円）

中学生以下無料
※（ ）内は前売り／20名以上の団体料金。障害者とその介護者1名は無料です。
入館の際に、障害者手帳などをご提示ください。※会期中展示替えがあります。

近衞家K像 寛深筆 九峰和尚賛
江戸時代・18世紀
京都・陽明文庫蔵

源氏物語和歌色紙貼交J風
近衞信尹筆 安土桃山～
江戸時代・16～17世紀
京都・陽明文庫蔵

花木真写 近衞家B筆
江戸時代・17世紀
京都・陽明文庫蔵

@熊野懐紙 後鳥羽上皇筆
鎌倉時代・建仁元年（1201）
京都・陽明文庫蔵

◎青磁鳳凰耳花生 銘 千声
龍泉窯 中国・南宋時代
13世紀
京都・陽明文庫蔵



記
念
コ
ン
サ
ー
ト

記
念
講
演
会

宸L

し
ん
か
ん

と
と
も
に
、
藤
原
行
成

こ
う
ぜ
い

な
ど
能
書
や

近
衞
家
歴
代
な
ど
の
手
に
な
る
名
品
の

数
々
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

近
世
の
近
衞
家

激
動
の
戦
国
時
代
を
経
て
、
天
下
統
一

の
事
業
に
も
関
わ
っ
た
近
衞
前
久

さ
き
ひ
さ

の
子
で

あ
る
信
尹

の
ぶ
た
だ

は
、
寛
永
の
三
筆
と
称
さ
れ
た

一
人
で
す
。「
源
氏
物
語
和
歌
色
紙
貼
交

D

風
」
な
ど
に
三
藐
院

さ
ん
み
ゃ
く
い
ん

流
と
よ
ば
れ
る
個

性
的
な
書
風
が
み
ら
れ
ま
す
。
嗣
子
の
な

か
っ
た
信
尹
は
、
後ご

陽よ
う

成ぜ
い

天
皇
の
皇
子
の

信
尋

の
ぶ
ひ
ろ

を
養
子
に
迎
え
、
以
後
、
学
問
・
諸

芸
の
伝
統
は
、
歴
代
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に

発
展
継
承
さ
れ
て
い
き
ま
す
。「
一
座
之
詩

歌
」（
重
美
）は
、
金
銀
泥
の
下
絵
の
あ
る

華
麗
な
料
紙
に
、
後
陽
成
天
皇
、
近
衞
前

久
・
信
尹
が
書
写
し
た
も
の
で
す
。

予
楽
院
・
家
A
の
世
界

家I

は
、
書
画
、
茶
道
、
華
道
、
香
道

に
精
通
し
て
、
当
時
の
宮
廷
文
化
の
第
一

人
者
で
し
た
。
空
海
・
小
野
道
風
な
ど
名

筆
の
臨
書
を
集
成
し
て
「
臨り

ん

書し
ょ

手て

鑑
か
が
み

」
を

作
成
し
、
料
紙
の
復
元
な
ど
も
試
み
て
い

ま
す
。
家I

筆
「
花か

木ぼ
く

真し
ん

写し
ゃ

」
は
、
一
二
五

種
の
植
物
に
つ
い
て
、
科
学
的
な
視
点
か

ら
細
部
ま
で
徹
底
し
て
追
及
し
、
正
確
に

描
い
た
も
の
で
、
本
格
的
な
ボ
タ
ニ
カ
ル

ア
ー
ト
の
先
駆
的
な
存
在
で
あ
る
と
い
え

ま
す
。「
春か

す

日が

権ご
ん

現げ
ん

霊れ
い

験げ
ん

記き

絵え

巻ま
き

」
は
、
当

代
随
一
の
絵
師
渡わ

た

辺な
べ

始し

興こ
う

に
命
じ
て
作
成

し
た
原
本
に
極
め
て
忠
実
な
模
本
で
す
。

ま
た
家I

が
所
蔵
品
に
施
し
た
表
装
は
、

華
や
か
な
刺N

や
織
り
文
様
の
裂
を
上
下

に
使
用
す
る
な
ど
、
大
胆
か
つ
品
位
の
あ

る
表
具
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

近
衞
家
伝
世
の
品

近
衞
家
に
は
、
名
筆
の
集
大
成
で
あ
る

「
大
手
鑑
」（
国
宝
）、
美
し
い
唐か

ら

紙か
み

に
『
和

漢
朗
詠
集
』
を
書
写
し
た
「
倭
漢
抄

わ
か
ん
し
ょ
う

」（
国

宝
）、
後
鳥
羽
上
皇
の
熊
野
詣
の
途
次
の

歌
会
で
作
成
さ
れ
た
「
熊く

ま

野の

懐か
い

紙し

」（
国
宝
）

を
は
じ
め
、
明
恵

み
ょ
う
え

の
「
書
状
」（
重
文
）な
ど

多
く
の
優
品
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

家I

が
好
ん
だ
茶J

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
あ

る
い
は
蒔
絵
の
香
道
具
、
後ご

西さ
い

天
皇
が

「
千せ

ん

声せ
い

」
と
名
づ
け
た「
青せ

い

磁じ

鳳ほ
う

凰お
う

耳み
み

花は
な

生い
け

」

（
重
文
）、
備
前
刀
工
な
ど
の
作
に
な
る
刀

剣
（
重
文
）、
気
品
あ
ふ
れ
る
酒
井
抱
一
筆

の
「
四
季
花
鳥
図D

風
」、
愛
ら
し
い
御
所

人
形
や
、
精
緻
な
銀
細
工
の
雛
道
具
な
ど

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
書
跡
の
名

品
に
加
え
て
、
工
芸
・
絵
画
の
作
品
も
ご

堪
能
く
だ
さ
い
。

（
高
橋
裕
次
）

5

藤原鎌足像
室町時代・15～16世紀
京都・陽明文庫蔵

右・中央：イエズス会刺　裂
中国・明時代・18世紀
京都・陽明文庫蔵

左：表具裂 白繻子地
「IHS」文字入り

メダイヨン花唐草模様
京都・陽明文庫蔵

※関連した連続講座とワークショップを開催いたします。本誌11ページをご覧ください。
※陽明文庫所蔵・池坊専好の「立花図」にちなみ、平成館にて、池坊短期大学教授 蔵重伸氏によるいけばなを
お楽しみいただきます（1月中を予定）。

「近衞家・陽明文庫について」
日時：2008年2月2日（土）13:30～15:00 会場：東京国立博物館・平成館大講堂
講師：財団法人陽明文庫理事文庫長 名和 修氏　定員：380名
参加方法：参加無料 ※ただし入館には、特別展「宮廷のみやび－近衞家1000年の名宝」の観覧券が必要です。

申込方法：往復はがきの「往信用裏面」に郵便番号・住所・お名前（ふりがな）・電話番号を、「返信用表面」に郵便番号・
住所・お名前を明記して、〒106-8691 麻布郵便局留 特別展「宮廷のみやび」記念講演会係までお申込みください。
※往復はがき1枚でお1人様のみお申込みいただけます。

申込締切：2008年1月17日（木）必着　※応募多数の場合は抽選のうえ、1月28日ごろまでに受講券をお送りします。

「天平楽府コンサート」～よみがえる宮廷音楽～
陽明文庫所蔵の「五絃琴譜（ごげんきんぷ）」を解読し復曲した曲を中心に、再現された古楽器で宮廷音楽を演奏します。
出演：天平楽府（てんぴょうがふ）
日時：2008年1月26日（土）13:30～15:00（開場13:00） 会場：東京国立博物館・平成館大講堂（定員380名）
無料 ※ただし入館には、特別展「宮廷のみやび－近衞家1000年の名宝」の観覧券が必要です。

申込方法：往復はがき、FAXまたはメールで、「天平楽府コンサート入場希望」と明記の上、郵便番号・住所・お名前（ふ
りがな）・電話番号と入場希望人数（2名まで）を記載の上お申込みください。
●往復はがきの場合 〒106-8691麻布郵便局留 特別展「宮廷のみやび」広報事務局内「天平楽府コンサート」係
● FA Xの場合 FAX番号：03-3560-0855 特別展「宮廷のみやび」広報事務局内「天平楽府コンサート」係
●メールの場合 E-mail: miyabi＠spre-ad.co.jp 特別展「宮廷のみやび」広報事務局内「天平楽府コンサート」係
※応募多数の場合、抽選で入場整理券をお送りします。 ※お1人様1回のみのお申込みとさせていただきます。

申し込み締切：2008年1月8日（火）必着 ※応募多数の場合は抽選となります。

お問い合わせ：ハローダイヤル 03-5777-8600



薬
師
寺
は

天
武
天
皇
が
皇
后
（
の
ち
の
持
統

天
皇
）の
病
気
平
癒
を
願
っ
て
天
武
九

年
（
六
八
〇
）に
発
願
さ
れ
ま
し
た
。
皇
后
の
病
は
治

り
ま
す
が
、
今
度
は
天
皇
が
病
気
と
な
り
朱
鳥
元
年

（
六
八
六
）に
崩
御
し
ま
す
。
寺
の
建
立
は
持
統
天
皇

に
引
き
継
が
れ
、
遅
く
と
も
文
武
二
年
（
六
九
八
）
頃

ま
で
に
は
完
成
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
場
所
は
藤
原

京
の
右
京
八
条
三
坊
（
今
の
橿
原
市
木
殿
）で
し
た
。

そ
の
後
、
和
銅
三
年
（
七
一
〇
）の
平
城
遷
都
に
と
も

な
い
、
薬
師
寺
も
養
老
二
年
（
七
一
八
）に
移
さ
れ
ま

す
。
伽が

藍ら
ん

は
藤
原
京
の
そ
れ
を
忠
実
に
再
現
し
た
も

の
で
、
天
武
、
持
統
に
よ
る
創
立
の
趣
旨
が
い
か
に

大
切
に
さ
れ
た
か
が
わ
か
り
ま
す
。

金
堂
の
「
本
尊
薬
師
三
尊
像
」（
国
宝
）つ
い
て
は
、

本
薬
師
寺
か
ら
移
座
し
た
も
の
か
、
平
城
京
で
新
た

に
鋳
造
し
た
も
の
か
が
長
く
議
論
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
堂
々
と
し
た
体D

の
薬
師
像
と
三
曲
法
と
い
う

イ
ン
ド
以
来
の
躍
動
的
表
現
の
日
光
、
月
光
両
菩B

立
像
が
古
代
彫
刻
を
代
表
す
る
名
作
で
あ
る
こ
と
に

変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
は
両
菩B

像
が
初
め
て

そ
ろ
っ
て
出
品
さ
れ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
三
尊
像
と
双
璧
で
生
命
感
の
豊
か
な
東
院
堂
の

「
聖
観
音
菩B

立
像
」（
国
宝
）や
、
由
緒
あ
る
「
仏
足

石
」（
国
宝
）、
吉き

ち

祥
じ
ょ
う

悔け

過か

会え

の
本
尊
画
で
天
平
美
人

の
典
型
と
さ
れ
る「
吉き

ち

祥
じ
ょ
う

天て
ん

像ぞ
う

」（
国
宝
）、
寺
の
鎮
守
・

休
ケ
岡
八
幡
宮
に
安
置
さ
れ
て
い
た
初
期
神
像
の
名

品
「
八
幡
三
神
像
」（
国
宝
）、
慈じ

恩お
ん

会え

の
本
尊
画
と
し

て
掲
げ
ら
れ
る
「
慈
恩
大
師
像
」（
国
宝
）な
ど
の
名
品

を
ゆ
っ
た
り
と
し
た
空
間
の
中
で
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
の
他
、
藤
原
京
と
平
城
京
薬
師
寺
か
ら
発
掘

さ
れ
た
遺
物
や
、
中
国
で
法
相
宗
を
発
展
さ
せ
た
玄

奘
三
蔵
と
慈
恩
大
師
関
係
の
作
品
な
ど
、
魅
力
あ
る

展
示
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
金
子
啓
明
）

6

展覧会データ

平城遷都1300年記念 国宝 薬師寺展
2008年3月25日（火）～6月8日（日）東京国立博物館平成館特別展示室第1室～第4室

主　催：東京国立博物館、法相宗大本山薬師寺、NHK、NHKプロモーション、読売新聞社
後　援：文化庁、奈良県、平城遷都1300年記念事業協会、東京都教育委員会、埼玉県教育委員会、

　　　  千葉県教育委員会、神奈川県教育委員会　
協　賛：王子製紙、キヤノン、大日本インキ化学工業、トヨタ自動車、光村印刷
休館日：月曜日 ただし4月28日（月）、5月5日（月・祝）は開館、5月7日（水）は休館
観覧料：一般1,500円（1,300円／1,200円）、大学生1,200円（1,000円／900円）、高校生900円（700円／600円）、

ペアチケット2,000円※ペアチケットは12月31日（月）まで販売、2名様1回ずつまたは1名様2回使用可能。

※中学生以下は無料、年齢の分かるものをご提示ください。（ ）内は、前売り／20名以上の団体料金。
障害者とその介護者1名は無料です。入館の際に、障害者手帳などをご提示ください。

お問い合わせ：03-5777-8600（ハローダイヤル）ホームページ：http://yakushiji2008.jp/
※会期中展示替えがあります。

@吉祥天像 奈良時代・8世紀 奈良・薬師寺蔵
天平美人の典型とされるふっくらとした優しい表現が魅力的

@聖観音菩K立像 飛鳥時代（白鳳期）または奈良時代・7世紀または8世紀 奈良・薬師寺蔵
東院堂の本尊。金堂の日光・月光菩L像と同様にみずみずしく自然な表現に特色がある

@月光菩K立像 飛鳥時代（白鳳期）または奈良時代・7世紀または8世紀 奈良・薬師寺蔵
支脚遊脚で頭を左に傾けて絶妙な運動感を示す。インドのグプタ彫刻に源流がある

1

1

2
2

3

3
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山
梨
県
お
よ
び
長
野
県
は
、
縄
文
文
化

が
隆
盛
を
極
め
た
地
域
の
一
つ
で
す
。
特

に
縄
文
時
代
中
期
は
、
土
器
の
文
様
の
共

通
性
か
ら
広
域
に
情
報
伝
達
が
な
さ
れ
た

こ
と
が
判
明
し
て
お
り
、
両
県
に
は
著
名

な
遺
跡
が
多
数
存
在
し
て
い
ま
す
。
土
器

の
文
様
の
共
通
性
の
背
景
に
は
、
人
の
移

動
を
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
が
あ
っ
た

は
ず
で
す
。
今
回
の
特
集
陳
列
で
は
、
平

成
十
九
年
度
考
古
資
料
相
互
貸
借
事
業
に

よ
る
長
野
県
立
歴
史
館
・
山
梨
県
立
考
古

博
物
館
か
ら
の
縄
文
時
代
中
期
を
中
心
と

し
た
土
器
と
、
当
館
で
所
蔵
し
て
い
る
東

京
都
多
摩
地
域
出
土
の
土
器
と
を
比
較
展

示
し
、
地
域
間
交
流
の
一
端
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

（
日
高
慎
）

の
文
部
省
博
覧
会
の
出
品
に
備
え
る

も
の
で
し
た
が
、
正
倉
院
の
開
封
を

は
じ
め
精
力
的
に
古
社
寺
の
調
査
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
特
集
で

は
、
当
館
に
伝
来
す
る
当
時
の
資
料

を
展
示
し
初
期
文
化
財
調
査
の
様
子

を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
あ
わ
せ
て

文
化
財
の
保
護
に
つ
い
て
も
考
え
て

み
ま
す
。

（
冨
坂
賢
）

平
成
館
企
画
展
示
室

縄
文
時
代
の
地
域
間
交
流

特
集
陳
列

「
甲
信
地
域
の
縄
文
土
器
」

12
月
11
日（
火
）〜
2
0
0
8
年
2
月
3
日（
日
）

毎
年
秋
に
奈
良
国
立
博
物
館
で
開
催
さ

れ
て
い
る
正
倉
院
展
、
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。
世
界
的
至
宝
と
も
称
え

ら
れ
る
正
倉
院
宝
物
が
公
開
さ
れ
る
機
会

と
あ
っ
て
、
美
術
や
歴
史
の
愛
好
者
か
ら

作
家
・
研
究
者
ま
で
、
い
つ
も
た
く
さ
ん

の
方
々
で
賑
わ
う
、
人
気
の
展
覧
会
で
す
。

正
倉
院
宝
物
の
ほ
と
ん
ど
は
八
世
紀
の
作

品
で
、
大
陸
か
ら
の
舶
載
品
が
含
ま
れ
て

お
り
、
当
時
わ
が
国
に
絶
大
な
る
影
響
を

及
ぼ
し
た
唐
の
文
化
や
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

で
連
な
る
西
域
の
文
物
の
要
素
が
色
濃
く

現
れ
た
作
例
が
数
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
正

倉
院
宝
物
は
、
異
国
情
緒
溢
れ
る
当
時
の

文
化
の
あ
り
よ
う
を
如
実
に
物
語
っ
て
い

る
の
で
す
。
当
館
に
は
、
そ
の
正
倉
院
宝

物
を
代
表
す
る
華
や
か
な
作
品
の
模
造

が
、
ま
と
ま
っ
て
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
を

一
堂
に

展
示
す
る

こ
と
に
よ

り
、
天
平
文

化
の
精
髄
に

触
れ
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
竹
内
奈
美
子
）

深鉢形土器
長野県小諸市郷土遺跡出土　
縄文時代・前3000～前2000年　
長野県立歴史館蔵
渦巻き文様の美

◎有孔鍔付土器
山梨県笛吹市一の沢遺跡出土　
縄文時代・前3000～前2000年　
山梨県立考古博物館蔵
独特な形の土器

「
歴
史
を
伝
え
る
」
シ
リ
ー
ズ

特
集
陳
列

「
文
化
財
―
調
査
と
保
護
―
」

2
0
0
8
年
1
月
2
日（
水
）〜
2
月
17
日（
日
）

本
館
16
室
　
歴
史
資
料

古
代
の
技
術
に
学
ぶ

特
集
陳
列
「
甦
る
天
平
の
宝
│
正
倉
院
宝
物
模
造
」

2
0
0
8
年
1
月
2
日（
水
）〜
2
月
24
日（
日
）

本
館
14
室
　
工
芸

壬申検査関係写真 正倉院開封 横山松三郎撮影 明治5年（1872）

今
日
文
化
財
の
調
査
は
、
博
物
館
に
と

っ
て
欠
か
せ
な
い
活
動
の
ひ
と
つ
で
す
。

草
創
期
の
東
京
国
立
博
物
館
に
と
っ
て
も

古
社
寺
や
華
族
の
所
蔵
品
調
査
は
、
陳
列

品
収
集
の
た
め
に
も
重
要
な
事
業
で
し

た
。
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）、
こ
の
よ
う

な
文
化
財
調
査
が
初
め
て
全
国
的
な
規
模

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
当
時
の
干
支

か
ら
「
壬
申
検
査
」
と
呼
ば
れ
、
同
年
開
催

平
常
展
見
ど
こ
ろ
案
内
2
0
0
7
年
12
月
・
2
0
0
8
年
1
月

模造 螺鈿紫檀五絃琵琶
明治時代・19世紀
原品は華麗な装飾で有名な、
正倉院宝物の代表格
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丹
に
は
富
貴
、
桃
に
は
長
寿
、
葡
萄
・
瓢

ひ
ょ
う

E

た
ん

・
石
榴

ざ
く
ろ

な
ど
に
は
子
孫
繁
栄
、
鳳
凰
に

は
天
下
泰
平
、
蝙こ

う

蝠も
り

に
は
福
の
意
味
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
ら
は
人
々
の
様
々
な
願
い

が
こ
め
ら
れ
た
吉
祥
図
と
し
て
盛
ん
に
描

か
れ
、
今
日
ま
で
広
く
親
し
ま
れ
て
き
ま

し
た
。
中
国
の
吉
祥
図
の
世
界
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

（
湊
信
幸
）

当
館
は
、
三
五
〇
件
余
り
の
作
品
か
ら

な
る
、
世
界
で
も
有
数
の
古
代
ガ
ラ
ス
・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
寄
託
を
受
け
、
整
理
を

続
け
て
い
ま
す
。
中
心
は
地
中
海
東
部
か

ら
イ
ラ
ン
・
中
央
ア
ジ
ア
に
至
る
古
代
西

ア
ジ
ア
の
作
品
で
、
容
器
・
装
身
具
な
ど

の
器
物
が
含
ま
れ
ま
す
。
こ
の
特
集
陳
列

で
は
、
そ
の
中
で
最
も
多
数
を
占
め
る
容

器
の
代
表
作
品
三
十
五
点
を
選
び
ま
し

た
。私

た
ち
の
身
近
に
あ
る
ガ
ラ
ス
で
す

が
、
起
源
は
古
く
、
前
三
千
年
紀
の
メ
ソ

ポ
タ
ミ
ア
で
制
作
が
始
ま
り
ま
し
た
。
色

鮮
や
か
な
宝
石
と
し
て
の
ペ
ー
ス
ト
・
ガ

ラ
ス
、
好
み
の
形
に
仕
上
げ
た
吹
き
ガ
ラ

ス
、
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
を
駆
使
し
て
削
り
、

磨
き
あ
げ
た
、
ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
の
切
子

ガ
ラ
ス
。
そ
う
い
え
ば
、
古
代
日
本
に
も

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
経
て
は
る
ば
る
運
ば
れ

た
ガ
ラ
ス
の
碗
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

（
後
藤
健
）

古
代
ガ
ラ
ス
の
究
極
の
技
法

特
集
陳
列
「
古
代
の
輝
き

西
ア
ジ
ア
の
ガ
ラ
ス
器
」

11
月
20
日（
火
）〜
2
0
0
8
年
1
月
27
日（
日
）

東
洋
館
第
3
室
　
西
ア
ジ
ア
の
美
術
と
考
古

天
真
爛
漫
で
平
淡
な
書
風
の
革
新
者

特
集
陳
列
「
董
其
昌
と
そ
の
時
代
」

2
0
0
8
年
1
月
2
日（
水
）〜
3
月
2
日（
日
）

東
洋
館
第
8
室
　
中
国
書
跡

董と
う

其き

昌
し
ょ
う（
一
五
五
五
〜
一
六
三
六
）

は
万
暦
十
七
年
（
一
五
八
九
）、
高
級

官か
ん

吏り

登
用
試
験
で
あ
る
科か

挙き
ょ

に
及
第

し
、
官
途
を
歩
む
か
た
わ
ら
、
書
画

に
妙
腕
を
発
揮
し
ま
し
た
。
書
は
は

じ
め
唐
の
顔が

ん

真し
んd

け
い

や
虞ぐ

世せ
い

南な
ん

を
学
び

ま
し
た
が
、
こ
れ
に
飽
き
足
ら
ず
、

魏
晋
の
書
にH

り
ま
し
た
。

さ
て
、
明
時
代
の
中
期
に
盛
行
し

た
文
徴
明

ぶ
ん
ち
ょ
う
め
い
の
書
風
は
、
こ
の
頃
に
は

す
で
に
形
骸
化
し
て
い
ま
し
た
。
董

其
昌
は
こ
う
し
た
固
定
化
し
た
形
式

を
否
定
し
て
、
天
真
爛
漫
で
平
淡
な

表
現
を
目
指
し
ま
し
た
。
董
其
昌
の

優
れ
た
実
践
と
理
論
は
、
明
末
か
ら

清
初
に
展
開
さ
れ
る
革
新
的
な
書
風

を
導
き
、
後
世
に
き
わ
め
て
大
き
な

影
響
を
与
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
董

其
昌
の
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
と
と
も

に
、
董
其
昌
の
影
響
を
受
け
た
清
時

代
の
諸
家
の
書
を
あ
わ
せ
て
陳
列
し

ま
す
。

（
富
田
淳
）

お
正
月
に
中
国
の
吉
祥
図
を

特
集
陳
列

「
吉
祥
│
歳
寒
三
友
を
中
心
に
│
」

2
0
0
8
年
1
月
2
日（
水
）〜
1
月
27
日（
日
）

東
洋
館
第
8
室
　
中
国
絵
画

行草書羅漢賛等書巻（部分）
明時代・万暦31年（1603）
友人の来訪をうけ、虎丘の茶を喫し、
高麗産の墨を磨り、新しい筆を
おろして揮毫に及んだ作

新
し
い
年
を
寿

こ
と
ほ

ぎ
、
歳さ

い

寒か
ん

三さ
ん

友ゆ
う
（
松
・

竹
・
梅
）
を
中
心
に
中
国
の
吉き

っ

祥
し
ょ
う

図ず

を
特

集
し
ま
す
。
厳
し
い
寒
さ
の
中
で
、
松
や

竹
は
常
緑
を
保
ち
、
梅
は
毎
年
必
ず
春
の

魁
さ
き
が
け
と
し
て
花
を
開

き
清
香
を
放
つ
こ
と

か
ら
、
中
国
の
人
々

は
、
松
・
竹
・
梅
を

厳
し
い
環
境
の
中
で

も
節
度
を
守
り
不
変

の
心
を
も
つ
も
の
と

し
て
歳
寒
三
友
と
讃

え
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
松
に
は
不
老
長

寿
、
竹
に
は
平
安
や
子
孫
繁
栄
、
梅
に
は

安
産
と
子
孫
繁
栄
の
意
味
が
あ
り
、
そ
の

ほ
か
、e

・
水
鳥
・
魚
に
は
豊
か
さ
、
牡

金
帯
装
飾
ア
ラ
バ
ス
ト
ロ
ン

高
さ
2
0
・
8

cm
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
ま
た
は
イ
タ
リ
ア
出
土

紀
元
前
後
1
世
紀

個
人
蔵

ア
ラ
バ
ス
ト
ロ
ン
と
は
こ
の
よ
う
な
細
長
い
香
油
容
器
。

色
ガ
ラ
ス
に
金
箔
を
挟
み
込
む
技
法
は
、
今
で
も
未
解
明

瓢F

図

趙
之
謙
筆
　

清
時
代
・
同
治
9
年（
1
8
7
0
）
高
島
菊
次
郎
氏
寄
贈

「
花
卉
図
」4
幅
の
う
ち
「
瓢
　
図
」。
瓢
　
に
は

多
子
と
子
孫
繁
栄
の
願
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
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で
き
ま
す
。
晩
年
の
「
鷹
見
泉
石
像
」（
国

宝
）
と
比
較
す
る
と
、
表
現
に
硬
さ
が
見

ら
れ
る
も
の
の
、
徹
底
し
た
写
生
に
よ
っ

て
一
斎
の
強
固
な
意
志
を
秘
め
た
精
悍
な

相
貌
を
よ
く
捉
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
幕
府

の
儒
官
で
あ
っ
た
一
斎
は
、「
似
て
い
る
と

か
、
い
な
い
と
か
い
う
の
は
、
う
わ
べ（
貌ぼ

う

）

の
問
題
に
す
ぎ
な
い
。
真
の
自
己
（
神し

ん

）は

そ
れ
を
超
越
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
」
と
賛

を
加
え
て
い
ま
す
。

（
松
原
茂
）

渡
辺
崋
山
（
一
七
九
三
〜
一
八
四
一
）が

数
え
年
二
十
九
歳
の
と
き
に
、
当
時
五
十

歳
で
あ
っ
た
儒
学
の

師
佐
藤
一
斎
（
一
七

七
二
〜
一
八
五
九
）

を
描
い
た
肖
像
画

で
、
少
な
く
と
も
十

数
度
の
下
絵
を
経
て

の
入
念
な
制
作
で
あ

っ
た
こ
と
が
、
現
存

す
る
画
稿
か
ら
確
認

徹
底
し
た
写
生
に
よ
っ
て
捉
え
る
像
主
の
神

重
文

佐
藤
一
斎
像
　

渡
辺
崋
山
筆

11
月
20
日（
火
）
〜
12
月
24
日（
月
・
休
）

本
館
8
室
　
書
画
の
展
開
　
安
土
桃
山
・
江
戸

近
衞
家
に
伝
来
し
た
歌
合
で
、
関
白
藤

原
頼
通
（
九
九
二
〜
一
〇
七
四
）の
命
に
よ

っ
て
編
纂
が
企
画
さ
れ
、
仁
和
年
間
の

「
民
部d

行
平
家
歌
合
」
か
ら
天
喜
四
年

（
一
〇
五
六
）に
い
た
る
歌
合
を
、
十
巻
に

編
纂
し
た
「
十
巻
本
歌
合
」
の
一
部
で
す
。

こ
れ
は
、
奏
覧
本
作
成
の
前
に
中
止
と
な

り
、
四
十
六
の
歌
合
を
十
巻
に
編
纂
し
た

草
稿
本
の
ま
ま
伝
存
し
ま
し
た
。
主
催
者

ご
と
に
編
纂
さ
れ
、
第
四
、
五
が
后
宮
、

女
院
、
准
三
宮
に
あ
た
り
、
こ
の「
寛
平
御

か
ん
ぴ
ょ
う
の
お
ん

時
后
宮
歌
合
」

と
き
き
さ
い
の
み
や
う
た
あ
わ
せは
巻
四
の
一
部
で
す
。
そ

の
典
麗
優
雅
で
実
に
ゆ
っ
た
り
と
し
た
書

風
か
ら
、
十
一
世
紀
半
ば
の
書
写
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

（
島
谷
弘
幸
）

大
仙
院
は
、
と
き
の
名
僧
、
古こ

嶽が
く

宗そ
う

亙こ
う

に
よ
っ
て
永
正
十
年
（
一
五
一
三
）
、
京

都
・
大
徳
寺
の
山
内
に
開
創
さ
れ
た
塔た

っ

頭
ち
ゅ
う

で
す
。
祖そ

師し

図ず

は
、
も
と
大
仙
院
に
あ
っ

た
障
壁
画
の
一
部
で
、
狩
野

か
の
う

元も
と

信の
ぶ

に
よ
っ

て
描
か
れ
た
こ
と
が
ほ
ぼ
確
実
で
す
。
こ

れ
は
祖
師
図
全
六
幅
の
う
ち
、
香

き
ょ
う

厳げ
ん

撃げ
き

竹ち
く

の
故
事
を
描
い
た
一
幅
で
す
。

唐
時
代
の
禅
僧
、
香
厳
智
閑
が

掃
除
し
て
い
た
と
き
、
瓦
の
か
け

ら
が
竹
に
当
た
っ
て
響
く
音
を
聞

い
て
大
悟
し
た
と
い
う
場
面
を

描
い
て
い
ま
す
。
人
里
離
れ
た
静

か
な
草
庵
で
の
出
来
事
を
、

広
々
と
し
た
空
間
の
中
に
表
わ

す
巧
み
な
構
図
法
が
採
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

（
救
仁
郷
秀
明
）

明
治
初
年
ま
で
、
鶴
岡
八
幡
宮
末
社
の

白
旗
社
に
祀
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
も
と
も

と
頼
朝
像
と
し
て
造
ら
れ
た
か
は
明
ら
か

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
近
世
に
は
頼
朝
と

し
て
祀
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
立た

て

烏え

帽ぼ

子し

を
被
っ
て

狩か
り

衣ぎ
ぬ

と
指さ

し

貫ぬ
き

を
着
け
、
右
手
に
笏

し
ゃ
く

を
持
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
衣
服
の
表
現
は
観
念

的
で
す
が
、
前
方
を
凝
視
す
る
少
し
垂
れ

た
目
、
ふ
っ
く
ら
と
し
たk

と
い
っ
た
表

典
麗
優
雅
な
11
世
紀
の
古
筆

国
宝

寛
平
御
時
后
宮

歌
合
伝
宗
尊
親
王
筆

12
月
11
日（
火
）〜
2
0
0
8
年
1
月
20
日（
日
）

本
館
3
室
　
宮
廷
の
美
術

武
家
の
肖
像
中
の
名
品

重
文

伝
源
頼
朝
坐
像

2
0
0
8
年
1
月
2
日（
水
）〜
4
月
6
日（
日
）

成
分
分
析
に
よ
る
新
知
見

重
文

瓶
鎮
柄
香
炉

2
0
0
8
年
3
月
23
日（
日
）ま
で
展
示

本
館
11
室
　
彫
刻

禅
僧
の
大
悟
を
描
く

重
文

祖
師
図（
香
厳
撃
竹
）

伝
狩
野
元
信
筆

12
月
11
日（
火
）〜
2
0
0
8
年
1
月
20
日（
日
）

本
館
3
室
　
禅
と
水
墨
画

法
隆
寺
宝
物
館
第
5
室

金
工

@寛平御時后宮歌合（部分）
伝宗尊親王筆
平安時代・11世紀

◎
佐
藤
一
斎
像

渡
辺
崋
山
筆

江
戸
時
代
・
文
政
4
年（
1
8
2
1
）
河
田
燕
氏
寄
贈

顔
の
描
写
に
は
、
銅
版
画
な
ど
か
ら
学
ん
だ
西
洋
の
陰
影
法
の
影
響
が
見
ら
れ
ま
す

◎祖師図（香厳撃竹）（部分） 伝狩野元信筆　
室町時代・16世紀

◎伝源頼朝坐像 鎌倉時代・13～14世紀

情
に
は
写
実
性
が
み
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

鎌
倉
に
残
る
上う

え

杉す
ぎ

重し
げ

房ふ
さ

、
北ほ

う

条
じ
ょ
う

時と
き

頼よ
り

も
、

面
長
、
垂
れ
目
、
ふ
く
よ
か
なk

が
共
通

す
る
の
で
、
表
情
も
定
型
化
し
た
表
現
で

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。（

丸
山
士
郎
）

柄え

香ご
う

炉ろ

は
僧
侶
が
手
に
と
っ
て
仏
菩F

へ
香
を
献
ず
る
た
め
の
も
の
で
す
。
玉
虫

厨
子
に
も
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
仏
供
養

具
と
し
て
は
古
く
か
ら
用
い
ら
れ
て
お

り
、
遺
品
と
し
て
も
聖
徳
太
子
の
師
で
あ

っ
た
慧え

慈じ

所
用
と
伝
え
る
飛
鳥
時
代
の
鵲

じ
ゃ
く

尾び

形
柄
香
炉
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
柄
香

炉
は
そ
の
形
式
的
な
特
徴
か
ら
、
鵲
尾
形
、

獅
子
鎮
、
瓶

び
ょ
う

鎮ち
ん

、e

華
形
の
種
類
に
分
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
柄
香
炉
は
、
柄
の

先
端
に
瓶
形
の
重
し
を
付
け
て
い
る
と
こ

ろ
か
ら
瓶
鎮
柄
香
炉
と
呼
ば
れ
、
日
本
で

は
平
安
時
代
の
作
が
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
作
品
も
平
安
時
代
の
作
と
考
え
ら
れ

て
き
ま
し
た
が
、
一
九
九
二
年
中
国
江
西

省
瑞
昌
県
か
ら
、
こ
れ
と
よ
く
似
た
作
が

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
三
年

に
成
分
分
析
を
行
な
っ
た
と

こ
ろ
そ
れ
ま
で
銅
製
と
し

て
い
た
も
の
が
、
銅
と
亜

鉛
の
合
金
す
な
わ
ち
真

鍮
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
ま
し
た
。
古
代
の
日

本
に
は
真
鍮
を
精
錬

す
る
技
術
が
な
い
こ

と
な
ど
か
ら
、
こ

の
柄
香
炉
は
中
国

製
で
あ
る
可
能

性
が
高
く
な

り
ま
し
た
。

（
原
田
一
敏
）

◎瓶鎮柄香炉
奈良時代または唐時代・8世紀 法隆寺献納宝物
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本館8室の暮らしの調度のコーナーにはたくさんの銅鏡を展示
します。そこで見られる鏡は、私たちが見慣れた、ピカピカのガラ

スでできた鏡はありません。それらは、ガラスの代わりに金属の

銅でできていて、昔はきれいに磨かれて姿もうつったそうです。実

は、昔の鏡は祈りや信仰の対象になるなど、顔をうつす以外にも

たくさんの役目を持っていました。また、鏡の裏側を見ると、草花

や花鳥など自然の風景など実にさまざまな文様が表されていて、

昔の人たちが鏡にこめたきもちが伝わってくるようです。

ハンズオン体験コーナー「わたし

の鏡」では、いろいろな文様のスタ

ンプを使って、自分だけのオリジナ

ル鏡をデザインすることができます。

ぜひためしてみてください。同じコーナ

ーで展示中の魔鏡もあわせて見ると、よく

知っているはずの鏡が、今日からちょっとち

がったものに見えてくるかもしれません。

親と子のギャラリー「版でつくる」（本館特別2室）に関連した、
版画の体験コーナーです。

版が重ねられて、だんだんと完成の段階に近づく浮世絵の り

見本や、浮世絵師の道具を見て、浮世絵版画のできるまでを実

感してください。スタンプを使って簡単な多色 りにも挑戦！

さらに、和歌や物語などを書写した美しい料紙を る体験コー

ナーも設置します。そのままはがきとして使用できる美しい作品を

お持ち帰りいただけます。

親と子のギャラリー「版でつくる」（本館特別2室）に関連して浮世絵版画の制作
実演を行います。木版多色 りの浮世絵版画の名作、C飾北斎の「冨嶽三十六景

神奈川沖浪裏」の制作工程をご覧いただきます。どなたでもご参加いただけます。

事前申込不要 協力：アダチ伝統木版画技術保存財団

参加費無料。ただし当日の入館料が必要です。

ハンズオン体験コーナー
「わたしの鏡」

2008年1月16日（水）～4月20日（日）
［11：00～16：00］

ハンズオン体験コーナー「版で遊ぶ」
11月27日（火）～12月24日（月・休）［11：00～16：00］時間中、随時ご参加いただけます

桐竹鏡「天下一青家次」銘
安土桃山時代・天正16年
（1588）

日本美術の中で、版による表現といえば浮世絵を思い浮かべられる方が多いと
思います。しかし、実は、もっと古くから多様な作品が版によって作られてきていま
す。この展示は、そうした版で作られた作品の、多様な世界の一端に触れていただ
こうとする展示です。
仏菩 等の姿をスタンプにしてたくさん押し表した印仏

いんぶつ

、大量の需要にこたえる為に
作られた仏教版画、流麗なかな文字を引きたたせる優雅な文様を り出した装飾料
紙、また多色木版の制作過程を一覧できる順序 りや、版木などを展示いたします。
併せて、表慶館体験の間で、職人による りの実演や、簡単な装飾料紙制作の

体験活動を行います。この機会に、ぜひ、版の世界の楽しさに触れていただければ
幸いです。 （沖松健次郎）

版からうまれる多様な世界
親と子のギャラリー 特集陳列「版でつくる」
11月27日（火）～12月24日（月・休）

「増上寺の雪 川瀬巴水筆」Cり工程見本 昭和28年（1953）

浮世絵版画制作実演
北斎の冨士ができるまで
12月1日（土）・2日（日）［11：00～12：00］

本館特別2室
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参加費：無料 ※ただし、保護者の方の入館には、特別展「宮廷のみやび－近衞家
1000年の名宝」の観覧券が必要です。
講師：文化財部長　島谷弘幸
申込方法：FAXまたはメールで「宮廷のみやびファミリーワークショップ参加希望」
と明記の上、参加希望日（①か②）、保護者の郵便番号・住所・お名前（ふりが
な）・電話番号とお子様のお名前と年齢（学年）を記入の上、お申込みください。

申込締切：①②ともに2007年12月20日（木）必着 ※応募多数の場合は抽選となります。

ファミリーワークショップ
「唐紙をCって散らし書きに挑戦！オリジナルカレンダーを作ろう」

特別展「宮廷のみやび－近衞家1000年の名宝」に出品される作品から、
「本阿弥切」や「室町切」などの古筆に使用されている雲母摺りの唐紙と同

じ模様の版を使って り、さらに優美な散らし書きにも挑戦してください。

①2008年1月5日（土）14:00～16:00 ②2008年1月20日（日）14:00～16:00
対象：一般の方 定員：各回20名 参加費：無料 ※ただし、特別展「宮廷のみや

申込先：特別展「宮廷のみやび」広報事務局内「ファミリーワークショップ」係または「一般向けワークショップ」係　

往復はがき：〒106-8691 麻布郵便局留 FAX：03-3560-0855 メール：miyabi@spre-ad.co.jp
※応募多数の場合、抽選でワークショップ参加券をお送りします。※お1人様1回のみのお申込みとさせていただきます。

お問い合せ：ハローダイヤル TEL：03-5777-8600

び－近衞家1000年の名宝」の観覧券が必要です。
講師：文化財部長 島谷弘幸
申込方法：FAXまたはメールで「宮廷のみやび一般向けワークショップ参加希望」
と明記の上、参加希望日（①か②）、郵便番号・住所・お名前（ふりがな）・電話番
号と参加希望人数（2名まで）を記入の上、お申込みください。
申込締切：①②ともに2007年12月20日（木）必着※応募多数の場合は抽選となります。

一般向けワークショップ
「古筆の魅力を体験！ 唐紙Cりと散らし書き」

月例講演会
「神護寺の肖像画をめぐるいくつかの問題」
米倉迪夫（上智大学国際教養学部教授）

2007年12月15日（土）13:30～15:00（開場13:00）

国宝室で12月4日から27日まで展示される「伝藤原光能像」に関連し

た講演会です。

「韓国と日本の架け橋
―韓国における日本美術の展示―」
宣承慧（韓国国立中央博物館学芸研究士）

2008年1月19日（土）13:30～15:00（開場13:00）

日本に留学して江戸時代の絵画を学び、韓国で日本美術の展示を担

当されている研究者が、貴重な体験をお話しします。

会場：平成館大講堂

定員：380名（当日先着順）

聴講無料（ただし当日の入館料は必要）

連続講座　近衞家と陽明文庫
―公家文化一千年をひもとく―
陽明文庫創立70周年記念「宮廷のみやび－近衞家1000年の名宝」を一

層楽しんでいただくために、3日間の連続講座を行ないます。

2005年から陽明文庫の調査に携わった研究員たちが、近衞家の

人 と々彼らが愛した書跡、絵画、工芸について語ります。

会場：東京国立博物館・平成館大講堂

定員：380名

受講料：1,000円（講座初日にお支払いいただきます）

申込方法：往復はがきの「往信用裏面」に郵便番号・住所・お名前

（ふりがな）・電話番号、「返信用表面」に郵便番号・住所・お名前を

明記の上、〒110-8712 東京都台東区上野公園13-9 東京国立博

物館 教育講座室「連続講座」係までお申し込みください。
※往復はがき1枚で、お1人様のみお申し込みいただけます。

締切：2007年12月17日（月）必着
※応募多数の場合は抽選のうえ、12月26日ごろまでに受講証をお送りします。

【講座内容】

■2008年1月12日（土）

《第1講》13:30～15:00「近衞家Bについて」
講師：名和 修氏（陽明文庫 理事文庫長）

《第2講》15:30～17:00「陽明文庫の近世絵画―公家の絵と武家の絵」
講師：松嶋 雅人（東京国立博物館 展示課平常展室主任研究員）

■2008年1月13日（日）

《第3講》12:30～14:00「戦国時代の近衞家」
講師：高橋 裕次（東京国立博物館 情報課長）

《第4講》14:30～16:00「人形と雛道具と家B表具」
講師：小山弓弦葉（東京国立博物館 展示課平常展室研究員）

■2008年1月14日（月・祝）

《第5講》12:30～14:00「公家の教養と信仰 古筆・日記」
講師：島谷 弘幸（東京国立博物館 文化財部長）

陽明文庫創立70周年記念特別展
「宮廷のみやび―近衞家1000年の名宝」
関連ワークショップのご案内

特別展「宮廷のみやび－近衞家1000年の名宝」に出品される作品から、
「本阿弥切」や「室町切」などの古筆に使用されている雲母 りの唐紙と同

じ模様の版を使って り、さらに優美な散らし書きにも挑戦してみませんか。

最後にカレンダー台紙に貼ってオリジナルの古筆風カレンダーを作ります。

①2008年1月5日（土）10:00～12:00 ②2008年1月20日（日）10:00～12:00
対象：小学校5年生以上の児童・生徒とその保護者 定員：各回家族10組

ボランティア募集のお知らせ
平成20年度 生涯学習ボランティア募集

東京国立博物館では来館者の生涯学習の機会の増大とサービ

スの向上を図るためにボランティアによるさまざまな活動を行っ

ています。館内案内、親と子のギャラリーや講演会などの運営

補助、資料整理、ガイドツアーなど、博物館とお客様をつなぐ活

動をしてみませんか。活動期間は2008年4月から3年間。応募受

付期間は2007年12月3日（月）～2008年1月11日（金）。詳細は、

当館ホームページ（http://www.tnm.jp/）あるいは本館インフォ

メーションで。

＊お問い合わせ 当館ボランティア室 TEL 03-3822-1111（代表）



前
号
で
「
Ｖ
Ｒ
シ
ア
タ
ー（
仮
称
）の
開

設
」
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
が
、
11

月
2
日
（
金
）か
ら
「
Ｔ
Ｎ
Ｍ
＆
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｐ

Ａ
Ｎ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ア
タ
ー
」の
名
称

で
皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
シ
ア
タ
ー
は
当
館
と
凸

版
印
刷
株
式
会
社
が
共
同
で
開
設
し
た
、

文
化
財
や
文
化
遺
産
の
新
し
い
鑑
賞
体
験

を
提
供
す
る
場
で
す
。
超
高
精
細
の
映
写

装
置
と
2
4
0
イ
ン
チ
の
大
型
ス
ク
リ
ー

ン
を
備
え
、
座
席
は
30
席
。
ナ
ビ
ゲ
ー
タ

ー
が
作
品
の
世
界
を
よ
り
身
近
に
、
わ
か

り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

鑑
賞
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
「
み
ど
り
の

ラ
イ
オ
ン
」
で
お
な
じ
み
の
表
慶
館
1
階

の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
ご
希
望
の
回

の
整
理
券
を
お
受
け
と
り
く
だ
さ
い
。
そ

こ
で
受
付
を
済
ま
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

あ
と
は
係
員
が
皆
様
を
シ
ア
タ
ー
へ
と
ご

案
内
い
た
し
ま
す
。
上
映
日
は
金
・
土
・

日
・
祝
日
・
振
替
休
日
、
上
映
開
始
時
間

は
10
時
、
11
時
、
12
時
、
14
時
、
15
時
、
16

時
の
計
6
回
で
す
。

上
映
作
品
の
第
一
弾
は
「
国
宝
　
聖
徳

太
子
絵
伝
」。
そ
こ
に
は
信
仰
と
政
務
に

人
生
を
捧
げ
た
聖
徳
太
子
の
い
く
つ
も
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
繊
細
に
描
き
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
平
安
時
代
に
描
か
れ
た
こ
の
作
品

は
現
在
当
館
の
法
隆
寺
宝
物
館
に
収
蔵
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
も
と
は
奈
良
の
法
隆
寺

東
院
伽
藍
の「
絵
殿
」に
あ
っ
た
も
の
で
す
。

そ
れ
が
今
回
、
優
れ
た
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ

テ
ィ
技
術
に
よ
り
見
事
に
絵
殿
の
壁
に
戻

さ
れ
、
臨
場
感
た
っ
ぷ
り
の
映
像
に
仕
上

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
絵
伝
の
そ
れ

ぞ
れ
の
場
面
が
江
戸
時
代
の
模
写
の
画
像

と
瞬
時
に
入
れ
替
わ
る
早
業
も
見
逃
せ
ま

せ
ん
。
平
安
時
代
の
作
品
で
は
剥
落
な
ど

で
何
が
描
か
れ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い

場
面
も
、
江
戸
時
代
の
模
写
と
合
わ
せ
て
、

物
語
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
よ
そ
一
〇
〇
〇
年
の
時
を
経
て
、
い

ま
鮮
や
か
に
よ
み
が
え
る
伝
説
の
世
界
に

き
っ
と
皆
様
も
酔
い
し
れ
る
は
ず
。
さ
あ
、

と
く
と
ご
覧
あ
れ
！

（
井
上
洋
一
）

絵殿の内部です。太子のエピソードに満ちた生涯が画面いっぱいに展開されています
絵に近寄ることによりディテールまで鑑賞できます。国宝の聖徳太子絵伝と江戸期の模写（法隆寺蔵）を
合わせ、物語をたどります

@聖徳太子絵伝 奉致貞筆 平安時代・延久元年（1069）

聖徳太子絵伝 吉村周圭模 江戸時代・天明7年（1787）奈良・法隆寺蔵
12

ミュージアムシアターのご案内
上映日：金・土・日・祝日・振替休日（開館日のみ）
上映開始時間：10:00、11:00、12:00、14:00、15:00、16:00

（上映時間は約20分間）
受付：表慶館1階エントランスホール（9:30～15:50まで整理券配付）
定員：30名。定員に達した場合は、時間のご希望に添えない

場合もあります
料金：無料。ただし当日の入館券が必要です
ウェブサイト：http://www.toppan-vr.jp/mt/
※ご鑑賞後アンケートの記入にご協力ください

「国宝 聖徳太子絵伝」
監修：東京国立博物館 制作：凸版印刷株式会社 協力：法隆寺

＊掲載の画像3点はいずれもシアターで上映される映像の一部です

新体験シアター誕生!!
TNM & TOPPAN ミュージアムシアター
公開作品第1弾「国宝 聖徳太子絵伝」
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国
立
博
物
館
美
術
誌

創
刊
号
の
表
紙
に「
国
立
博
物
館
美
術
誌
」

と
あ
り
ま
す
。

現
在
の
国
立
博
物
館
の
う
ち
創
刊
時
の

昭
和
二
十
六
年（
一
九
五
一
）当
時
、
京
都

国
立
博
物
館
は
大
正
十
三
年（
一
九
二
四
）

二
月（
そ
の
時
は
京
都
帝
室
博
物
館
）皇
太

子
殿
下
の
御
成
婚
を
記
念
し
て
京
都
市
に

下
賜
さ
れ
て
お
り
、「
恩
賜
京
都
博
物
館
」

と
い
い
ま
し
た
。「
京
都
国
立
博
物
館
」と

改
称
し
た
の
は
、
昭
和
二
十
七
年（
一
九
五

二
）四
月
、
国
に
移
管
さ
れ
た
時
で
す
。
そ

れ
に
と
も
な
い「
国
立
博
物
館
」は
東
京
国

立
博
物
館
と
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
奈

良
国
立
博
物
館（
そ
の
時
は
奈
良
帝
室
博
物

館
）は
、
昭
和
二
十
二
年（
一
九
四
七
）五
月

に
文
部
省
の
管
轄
と
な
り
、
国
立
博
物
館

奈
良
分
館
と
改
称
し
ま
し
た
。
独
立
し
て

奈
良
国
立
博
物
館
と
な
っ
た
の
は
、
昭
和

二
十
七
年（
一
九
五
二
）七
月
の
こ
と
で
す
。

従
っ
て
、
創
刊
時
は「
国
立
博
物
館
」（
東
博
）、

「
恩
賜
京
都
博
物
館
」（
京
博
）、「
国
立
博
物

館
分
館
」（
奈
良
国
立
博
物
館
）と
い
う
体
制

で
し
た
。
九
州
国
立
博
物
館
は
ま
だ
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の「
国
立
博
物
館
美
術
誌
」と

い
う
言
葉
に
は
こ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
る

の
で
す
。

古
美
術
に
対
す
る
月
刊
誌
を
発
行
し
、

文
化
財
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る

昭
和
二
十
六
年
四
月
、
創
刊
号
が
刊
行

さ
れ
ま
し
た
。
発
行
は
美
術
出
版
社
、
印

刷
は
大
日
本
印
刷
。
版
型
は
B5
判
、
縦
書

き
、
三
六
ペ
ー
ジ
、
表
紙
裏
と
三
三
〜
三

六
ペ
ー
ジ
は
広
告
紙
面
で
す
。
表
紙
は
原

色
図
版（
尾
形
光
琳
筆「
紅
白
梅
図
」静
岡
・

箱
根
美
術
館
、
現
M
O
A
美
術
館
蔵
）で
、

当
時
の
館
員
が
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い

ま
す
。「
表
紙
に
色
刷
り
の
図
を
大
き
く
掲

げ
る
こ
と
は
、
色
刷
り
が
当
時
に
お
け
る

出
版
界
の
関
心
事
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と

を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
帝

室
博
物
館
復
興
を
祝
し
た
展
覧
会
の
目
録

に
も
色
刷
り
は
一
点
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

次
に
表
紙
に
お
い
て
は
月
号
の
数
字
が
と

て
つ
も
な
い
と
云
っ
て
良
い
程
大
き
い
の

が
目
立
っ
た
。
そ
れ
は
各
号
ご
と
の
印
象

を
深
め
よ
う
と
す
る
配
慮
の
よ
う
に
思
わ

れ
る
」（
飯
島
勇「
博
物
館
に
因
む
回
想
と
愛

惜
―『
M
U
S
E
U
M
』の
五
〇
〇
号
記
念
に

寄
せ
て
―
」）「
当
時
多
く
の
雑
誌
が
、
粗
末

な
ザ
ラ
紙
で
あ
る
な
か
に
あ
っ
て
、
総
ア

ー
ト
三
二
ペ
ー
ジ
、
表
紙
は
カ
ラ
ー
、
鮮

明
な
写
真
図
版
毎
号
約
三
〇
図
と
豊
富
に

収
載
」（
石
田
尚
豊「『
M
U
S
E
U
M
』回
想
」）

内
容
は「
宗
達
・
光
琳
派
特
別
展
」に
因
ん
だ

「
宗
達
・
光
琳
派
特
集
」。
同
展
は
四
月
七

日
か
ら
五
月
六
日
ま
で
、
本
館
二
階
全
室

を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
展

に
関
連
す
る
論
考
、
解
説
は
一
二
編
掲
載
。

こ
の
時
代
の『
M
U
S
E
U
M
』の
特
徴
的

な
記
事
を
い
く
つ
か
拾
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
用
語
解
説
」（
一
五
号
〜
一
〇
八
号
）「
書

評
」（
四
〇
号
〜
二
四
四
号
、
三
八
七
号
）

「
新
古
寺
巡
礼
」（
一
七
号
〜
一
四
八
号
）「
特

別
展
出
品
目
録
」（
八
号
〜
三
二
七
号
）「
展

覧
会
紹
介
・
関
連
随
想
」（
二
号
〜
三
八
四
号
）

「
海
外
美
術
の
動
き
」（
一
号
〜
一
七
号
）。

海
外
美
術
の
動
き
に
つ
い
て
は「
当
時
、
海

外
美
術
の
動
き
、
消
息
な
ど
は
、
今
日
と

は
較
べ
よ
う
も
な
く
少
な
か
っ
た
。
僅
か

に
入
手
で
き
た
美
術
雑
誌
、
あ
る
い
は
一

般
週
刊
誌
の
中
で
も
、
比
較
的
美
術
関
係

の
記
事
を
掲
載
す
る
、
た
と
え
ば「
タ
イ
ム
」

や「
ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
」等
を
通
し
て
知

る
程
度
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
海
外
の
動

き
を
、
た
と
え
そ
の
一
端
に
も
せ
よ
、
視

点
を
定
め
て
毎
号
紹
介
す
る
こ
と
は
決
し

て
無
意
味
で
は
な
い
だ
ろ
う
」と
述
べ
ら
れ

て
い
ま
す（
嘉
門
安
雄「
創
刊
余
話
」）。

展
覧
会
に
関
連
す
る
特
集
、
古
美
術
を

親
し
み
や
す
く
語
ろ
う
と
い
う
企
画
な
ど
、

ま
さ
に「
文
化
財
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
」

と
い
う
目
的
に
沿
っ
た
紙
面
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
ま
す
。
国

立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
第
四
六
号
に
創
刊
予
告

広
告
が
出
て
い
ま
す
が
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

は
「
古
典
を
近
代
的
感
覚
で
見
せ
る
美
術
雑

誌
」で
す
。

な
お
価
格
が
九
〇
円（
創
刊
号
〜
五
号
）、

一
〇
〇
円（
六
号
）、
一
二
〇
円（
七
号
〜
）

と
め
ま
ぐ
る
し
く
変
転
す
る
の
は
、
昭
和

二
十
六
年
五
月
一
日
に
出
版
用
紙
の
割
当

制
が
廃
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
紙
の
高
騰
は

も
ち
ろ
ん
、
当
時
の
イ
ン
フ
レ
進
行
の
す

さ
ま
じ
さ
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
と
は
い

え
、
同
年
の
週
刊
朝
日
が
、
五
月
に
は
二

五
円
、
七
月
に
は
三
〇
円
、
朝
日
新
聞
朝

刊
の
月
ぎ
め
購
読
が
五
月
に
は
一
〇
〇
円
、

九
月
に
は
一
三
〇
円
と
い
う
当
時
の
物
価

水
準
を
考
え
る
と
、『
M
U
S
E
U
M
』が
か

な
り
高
価
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
め

な
い
で
し
ょ
う
。

美
術
鑑
賞
は
心
の
飢
餓
を

い
や
す
一
種
の
栄
養
剤

戦
後
博
物
館
が
国
立
に
移
管
さ
れ
新
し

い
体
制
が
始
ま
っ
た
こ
の
時
代
、
国
立
博

物
館
と
し
て
か
か
げ
た
理
想
と
そ
の
志
に

つ
い
て
は
本
誌
六
八
四
号「〈
東
京
国
立
博

物
館
ニ
ュ
ー
ス
〉の
創
刊
時
を
ふ
り
か
え
る
」

で
も
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た
が
、
こ
の『
M

U
S
E
U
M
』も
同
じ
想
い
か
ら
う
ま
れ
た

も
の
で
す
。「
新
し
く
組
織
化
さ
れ
、
新
し

い
道
を
歩
み
は
じ
め
た
東
博
で
は
、
こ
れ

ら
の
人
た
ち
を
は
じ
め
、
み
ん
な
気
負
っ

て
い
た
。『
M
U
S
E
U
M
』の
発
刊
も
、
新

し
い
何
も
の
か
を
生
み
出
そ
う
と
す
る
気

負
い
の
一
つ
で
あ
る
」（
嘉
門
安
雄
）「
創
刊

号
の
見
本
刷
が
届
け
ら
れ
て
き
た
と
き
の

先
輩
た
ち
の
興
奮
と
お
互
い
に
祝
福
し
労

い
あ
う
姿
が
尋
常
で
は
な
か
っ
た
の
を
今

で
も
思
い
出
す
」（
関
忠
夫
「
普
及
事
業
と

『
M
U
S
E
U
M
』・
随
想
」）。「
美
術
鑑
賞
は

有
閑
の
余
事
で
は
な
く
、
心
の
飢
餓
を
い

や
す
一
種
の
栄
養
剤
で
あ
る
」（
関
忠
夫
）と

い
う
こ
と
ば
に
こ
め
ら
れ
た
信
念
は
、
あ

る
種
心
に
う
っ
た
え
る
も
の
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
今

文
化
財
に
対
す
る
関
心
と
理
解
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た『
M
U
S
E
U

M
』が
日
本
の
経
済
成
長
と
と
も
に
文
化
財

の
情
報
や
認
可
を
扱
う
媒
体
な
ど
が
増
え

た
こ
と
も
あ
り
、
論
文
と
資
料
紹
介
を
主

軸
と
す
る
学
術
誌
へ
と
編
集
方
針
を
変
更

し
た
の
は
、
昭
和
三
十
九
年（
一
九
六
四
）

の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
平
成
八
年（
一
九
九

六
）四
月
発
行
の
五
四
一
号
か
ら
A4
判
、
隔

月
刊
行
と
い
う
現
在
の
体
裁
に
な
り
ま
し

た
。「
研
究
成
果
を
発
表
す
る
場
」と
し
て

開
か
れ
た
学
術
誌
で
あ
る
た
め
に
、「
M
U

S
E
U
M
投
稿
規
程
」が
整
備
さ
れ
た
の
も

こ
の
号
か
ら
で
す
。

ご
購
読
ご
希
望
の
方
は
、
当
館
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
で
の
ご
購
入
の
ほ
か
、

出
版
社
か
ら
直
接
お
求
め
い
た
だ
く
か
、

ま
た
は
書
店
で
お
取
り
寄
せ
い
た
だ
け
ま

す
。
ま
た
当
館
資
料
館
は
も
ち
ろ
ん
、
大

き
な
図
書
館
で
お
読
み
い
た
だ
け
る
は
ず

で
す
か
ら
、
一
度
手
に
と
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

（
立
道
惠
子
）

※
本
文
中
の
引
用
は
全
て『
M
U
S
E
U
M
』五
〇
〇

号
か
ら
で
す
。

『MUSEUM』第1号（昭和26年4月）
表紙

本誌毎号15ページでご案内している『MUSEUM』。1951年に創刊された、
半世紀以上の歴史がある雑誌です。今回はこの『MUSEUM』を振り返ってみましょう。

『 』
温 故 知 新東京国立博物館研究誌



券を抽選で10組20名様にプレゼントいたします。
締め切りは12月18日（火）必着

◆東京国立博物館オリジナルカレンダー
2008年のカレンダーは「G風絵の四季」です。抽選
で10名様にプレゼントいたします。締め切りは12月
20日（木）必着。カレンダーは年内にお届けします。

◆平城遷都1300年記念「国宝 薬師寺展」招待券
本誌6ページで紹介した「国宝 薬師寺展」の招待券
を抽選で10組20名様にプレゼントいたします。締
め切りは2008年1月16日（水）必着

※プレゼントの応募方法
はがきに、希望賞品名（招待券［展覧会名も］かカレン
ダーのうち一つ）、住所、氏名（ふりがな）、男女、年齢、
職業、この号でいちばん面白かった企画をご記入のう
え、下記までお送りください。発表は発送をもって替え
させていただきます。
〒110-8712台東区上野公園13-9東京国立博物館
広報室「ニュース12･1月号」プレゼント係

〈チケットのお求め方法〉
● 当館正門観覧券売場でのチケット販売
受　　付 開館日の9:30～閉館30分前

（月曜休館）

● 電話予約販売
申 込 先 東京国立博物館イベント担当　

TEL03-3821-9270

受付時間 月曜日～金曜日の9:30～17:00
（土・日・祝日は除く）

引換時間 コンサート当日、当館正門観覧券売
場にて代金引換にてお渡しします。

※各イベント詳細は、当館ホームページでご確認ください。
※お車でのご来館はご遠慮ください。

プレゼントのお知らせ
◆陽明文庫創立70周年記念特別展
「宮廷のみやび―近衞家1000年の名宝」招待券
本誌4、5ページで紹介した「宮廷のみやび」の招待

東京国立博物館では賛助会員制度を設け、

当館を幅広くご支援いただいております。賛助

会員よりいただいた会費は、文化財の購入・修

理、調査研究・平常展・施設整備等の充実にあ

てております。どうか賛助会の趣旨にご理解ご

賛同いただき、ご入会くださいますようお願い申

し上げます。

入会日より1年（入会月の翌年同月末日まで）

有効。賛助会員には、特別会員と維持会員と

の2種類があります。

年会費

特別会員 100万円以上

維持会員 法人　20万円

個人　5万円

主な特典

●特別展の内覧会にご招待

●東京国立博物館ニュースの送付

＊賛助会員のお申し込みは随時受け付けています。

＊お問い合わせ

東京国立博物館営業開発部 賛助会担当

TEL 03-3822-1111（代）

INFORMATION

高橋守様
小澤桂一様
上久保のり子様
櫛田良豊様
株式会社スタイルカフェ・ドット・ネット様
長谷川英樹様
池田孝一様
木村剛様
観世あすか様
コクヨファニチャー株式会社様
星埜由尚様
株式会社鴻池組東京本店様
株式会社アクタス様
安田敬輔様
久保順子様
渡辺章様
稲垣哲行様
堀江磨紀子様
帖佐誠様
株式会社古美術藪本様
飯岡雄一様
G瀬正樹様
坂井俊彦様
寺浦信之様
高木美華子様
暁飯島工業株式会社様
山岡ユウ子様
古屋光夫様
根田穂美子様
松本澄子様
鷲塚泰光様
是常博様
上野孝一様
北山喜立様
謙慎書道会様
社団法人全国学校栄養士協議会様
山田泰子様
原桃介様
近代書道研究所様
田村久雄様
日本畜産興業株式会社様

株式会社秋華洞様
G橋徹様
栄田陸子様
絹村安代様
G橋良守様
岡田博子様
臼井生三様
津久井秀郎様
藤倉光夫様
神通豊様
永久幸範様
五十嵐良和様
石川公子様
池田慶子様
株式会社東京書芸館様
青山千代様
藤H英喜様
永田実香様
西岡康宏様
小川徳男様
友景紀子様
東野治之様
辻泰二様
竹下佳宏様
松原聡様
町田昇様
シチズンホールディングス株式会社様
野澤智子様
有賀浩治様
吉田幸弘様
野H弘様
坂田浩一様
池谷正夫様
池谷徳雄様
脇素一郎様
秦芳彦様
宇田左近様
木谷騏巳郎様
木村茂直様

〈ほか34名3社、順不同〉

◆東京国立博物館賛助会員募集のご案内 東京国立博物館賛助会員　2007年10月4日現在

イベント開催のお知らせ
新春東博寄席
＃新春は博物館で初笑い＃
日時　2008年1月6日（日）13:00開場 13:30開演
場所 東京国立博物館 平成館大講堂
料金 2,000円 全席自由
出演 金原亭馬生・金原亭馬治・金原亭馬吉
当日は平常展もご覧いただけます
〈申込方法〉
郵便往復はがきの「往信用裏面」に郵便番号・住
所・氏名（ふりがな）・電話番号を「返信用表面」に
郵便番号・住所・氏名を明記の上、12月18日（火）必
着にて下記までお申込ください。後日チケット引換券
をお送りします。当日、正門観覧券売場にて引換券
を提出いただき、代金引換でチケットをお渡しします。
※応募者多数の場合は抽選とさせていただきます。
※1枚の往復はがきで1名のみ申込可能。

〒110-8712 台東区上野公園13-9
東京国立博物館イベント担当
「新春東博寄席」係

※ご提供いただいた個人情報は、当該イベントの目的の
みに使用させていただきます。

ニューイヤーコンサート
＃「千の風になって」で話題！
綾乃ひびきの温かな歌声を＃

日時　2008年1月26日（土）18:45開場 19:00開演
場所 東京国立博物館 平成館ラウンジ
出演 綾乃ひびき

渡辺雅二（ピアノ）
主催 東京国立博物館 サロン・ド・ソネット
曲目 新井　満：千の風になって

日本古謡：さくらさくら ～花霞巡礼～
シューベルト：アヴェマリア ほか

料金 4,000円　全席自由
※友の会・キャンパスメンバーズ割引　3,000円
※東京国立博物館平常展観覧券付き。

特別会員
日本電設工業株式会社様
東京電力株式会社様
株式会社コア様
株式会社精養軒様
毎日新聞社様
大日本印刷株式会社様
株式会社大林組東京本社様
朝日新聞社様
株式会社ホテルオークラエンタープライズ様
株式会社ミロク情報サービス様
TBS様
読売新聞東京本社様
三菱商事株式会社様
凸版印刷株式会社様
ブルガリジャパン株式会社様

維持会員
三菱電機ビルテクノサービス株式会社様
早乙女節子様
株式会社三冷社様
宇津野和俊様
伊藤信彦様
井上萬里子様
京菓匠鶴屋吉信様
株式会社東京美術様
服部禮次郎様
薮内匡人様
岩沢重美様
高田朝子様
齋藤京子様
齋藤邦裕様
株式会社安井建築設計事務所様
株式会社ナガホリ様
佐々木芳絵様
藤原紀男様
小田昌夫様
吉岡昌子様
松本建設株式会社様
関谷徳衛様

14

本館１階・東洋館の
一時閉室のお知らせ
展示環境改善のために本館1階
と東洋館全室をそれぞれ下記
の期間、閉室します。閉室期間
中、ご迷惑をおかけいたします
が、ご了承ください。

本館1階11室～20室（右図）
2007年12月17日（月）～
2008年1月1日（火）

東洋館全室　
2008年1月28日（月）～
2月12日（火） 一時閉室

本館1階



東京国立博物館友の会＆パスポート

友の会　年会費 1万円 発行日から1年間有効

特典 東京・京都・奈良・九州国立博物館4館の平
常展は何度でもご覧いただけます。特別展に関して
は、観覧券を12枚配布。そのほか、本誌の定期郵送
などさまざまな特典があります

パスポート 一般 4,000円 学生 2,500円

発行日から1年間有効
特典 東京・京都・奈良・九州国立博物館4館の平常
展は何度でも、お好きな6つの特別展を1回ずつ計6回
までご覧いただけます

◆お申し込みは当館の窓口あるいは郵便振替で

友の会
加入者名（振替先）東京国立博物館友の会
口座番号00160-6-406616
＊振替用紙には職業・年齢・性別を楷書でご記入ください

パスポート
加入者名（振替先）東京国立博物館パスポート
口座番号00140-1-668060
＊振替用紙には申込区分（一般・学生）、学生の場合は
学校名および学生証番号を楷書でご記入のうえ、生
徒手帳か学生証のコピーを郵送またはFAXでお送り
ください

＊振替用紙の半券が領収書になります。会員証、パスポ
ートチケットが届くまで保管しておいてください
＊振替手数料はお客様の負担となります
＊郵便振替でのお申し込みには2週間かかります

◆問い合わせ
TEL 03-3822-1111（代） 友の会・パスポート担当
FAX 03-3821-9680

東京国立博物館ニュース定期郵送のご案内

本誌の定期購読をご希望の方は、年間（6冊分）1,000
円の送料・事務費のご負担でご自宅にお届けします

◆お申し込みは郵便振替で
加入者名（振替先）東京国立博物館ニュース
口座番号00100-2-388101
＊振替用紙には郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話
番号を楷書でご記入ください
＊振替用紙の半券が送料の領収書になります。1年間保
管しておいてください
＊振替手数料はお客様のご負担となります
＊次号より送付ご希望の場合、締切は2008年1月10日です

東京国立博物館利用案内

開館時間 9：30～17：00、4月から11月の特別展開
催期間中の金曜日は20：00まで、4月～9
月の土・日・祝・休日は18：00まで。ただし、
2008年3月28日は20：00まで、29日、30日
は18：00まで（入館は閉館の30分前まで）

休 館 日 毎週月曜日（祝日、休日の場合は翌日）、年
末年始（12月28日～1月1日）。ゴールデン
ウィークおよびお盆期間（8月13日～8月15
日）は原則として無休

平常展観覧料金
一般600（500）円、大学生400（300）円

＊（ ）内は20名以上の団体料金
＊障害者とその介護者1名は無料です。入館の際に障
害者手帳などをご提示ください
＊満70歳以上、および高校生以下の方の平常展観覧は
無料です。入館の際に年齢のわかるもの（生徒手帳、
健康保険証、運転免許証など）をご提示ください

＊講演会、ワークショップ、友の会・パスポートおよび本
誌定期郵送等のお申し込みに際してご提供いただいた
個人情報に関しては、当該の目的にのみ使用させてい
ただくものです。当館では個人情報に関する法令を遵
守し、適正な管理・利用と保障に万全を尽くします

TOPICS

◆国立博物館の展示案内

〈京都国立博物館〉
特別展覧会「憧れのヨーロッパ陶磁―マイセン・セーヴル・ミントンとの出会い―」2008年1月5日（土）～3月9日（日）
特集陳列「館蔵品のはじまり―京都博物館からの贈りもの―」11月21日（水）～12月24日（月・休）
新春特集陳列「社寺伝来の名刀」2008年1月2日（水）～2月11日（月・祝）

〈奈良国立博物館〉
特別陳列「おん祭と春日信仰の美術」 12月8日（土）～2008年1月20日（日）
特集展示「奈良で甦る縄文の世界～小野忠正コレクション～」12月8日（土）～2008年1月14日（月・祝）

〈九州国立博物館〉
足利義満六百年御忌記念「京都五山―禅の文化―」展 2008年1月1日（火・祝）～2月24日（日）
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史
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催
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。
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績
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れ
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〇
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／
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／
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／
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2/24まで

秋の庭園開放
大徳川展 博物館に初もうで

宮廷のみやび

＝ボランティアによる本館ハイライトツアー、集合場所：本館1階エントランス

＝ボランティアによる浮世絵版画展示ガイド、集合場所：本館1階エントランス

＝ボランティアによる陶磁エリアガイド、集合場所：本館1階エントランス

＝ボランティアによる彫刻ガイド､集合場所：本館1階エントランス

＝ボランティアによる樹木ツアー、集合場所：表慶館エントランスホール

＝ボランティアによる考古展示室ガイド、場所：平成館考古展示室入口

＝ボランティアによる法隆寺宝物館ガイド、場所：法隆寺宝物館１階エントランス

＝ボランティアによる応挙館茶会、集合場所：表慶館エントランスホール
　（一般及び大学生は参加費500円、先着30名、開始1時間前に集合場所で整理券配付）

＊1詳細は本誌10ページをご覧ください ＊6事前申込制  詳細は本誌11ページをご覧ください　
＊2事前申込制  申込は締め切りました ＊7有料イベントです  詳細は本誌2、14ページをご覧ください
＊3有料イベントです  詳細は前号14ページをご覧ください ＊8事前申込制  詳細は本誌5ページをご覧ください 
＊4詳細は本誌11ページをご覧ください ＊9有料イベントです  詳細は本誌14ページをご覧ください
＊5詳細は本誌2ページをご覧ください 　

＊上記の予定は予告なく変更になることがあります。当日の予定はインフォメーションカウンターでご確認ください。
＊屋外で実施するツアー・ガイドは雨天の場合中止することがあります。

＝ボランティアによる庭園茶室ツアー、集合場所：表慶館エントランスホール
　（先着20名、開始30分前に集合場所で整理券配付）

＝ボランティアによる英語ガイド(本館ハイライト)、集合場所：本館1階エントランス

＝ミュージアムシアター上映日、詳細は本誌12ページをご覧ください

東
京
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
　
第
６
８
６
号
　
平
成
１９
年
１２
月
１
日
発
行（
隔
月
１
回 

偶
数
月
発
行
） 

編
集
／
東
京
国
立
博
物
館 

広
報
室
　
©
東
京
国
立
博
物
館

発
行
／
東
京
国
立
博
物
館
　
〒
１
１
０
―

８
７
１
２ 

東
京
都
台
東
区
上
野
公
園
１３
―
９
　
T
E
L 

０
３
―

３
８
２
２
―

１
１
１
１（
代
表
）　
＊
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〈
U
R
L
〉http://w

w
w
.tnm

.jp/

　
独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〈
U
R
L
〉http://w

w
w
.nich.go.jp

　
制
作
／
美
術
出
版
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

東京国立博物館12月･1月の展示･催し物2007年

12月
2008年

1月
浮世絵版画制作実演 11:00 表慶館創作の間＊1ファミリーワークショップ「北斎の冨士
ができるまで」13:00 表慶館創作の間＊2 e13:30a14:00g15:00

平常展無料 獅子舞 10:30, 13:00＊5 和太鼓演
奏 11:00, 13:30＊5 江戸の遊芸 14:30＊5

浮世絵版画制作実演 11:00 表慶館創作の間＊1 ファミリーワークショップ「北斎の
冨士ができるまで」13:00 表慶館創作の間＊2 b14:00 f14:30

獅子舞 10:30, 13:00＊5 和太鼓演奏 11:00, 13:30＊5
クラリネットコンサート 12:00, 15:00＊5

列品解説「私撰集の古筆」14:00 表慶館対話の間

ファミリーワークショップ「唐紙を って散らし書きに挑戦！」10:00 表慶館創作の
間＊6一般向けワークショップ「古筆の魅力を体験！」14:00 表慶館創作の間＊6

b14:00e14:30

新春東博寄席　13:30 平成館大講堂＊7a14:00

g15:00

列品解説「久国と粟田口派」14:00 本館13室
藤原真理チェロコンサート 15:00 平成館ラウンジ＊3
a14:00c14:30g15:00

b14:00e14:30j14:00b14:00

a14:00i14:00d14:30

f14:30g15:00列品解説「刀装具の素材と技術について」14:00 本館13室

連続講座「近衞家と陽明文庫」1・2講＊6
a14:00c14:30g15:00b14:00e14:30j14:00

連続講座「近衞家と陽明文庫」3・4講＊6
b14:00a14:00i14:00d14:30

連続講座「近衞家と陽明文庫」5講＊6f14:30g15:00

月例講演会「神護寺の肖像画をめぐるいくつかの問題」13:30
平成館大講堂＊4 e13:30a14:00c14:30g15:00

e14:30h12:30, 14:00 b14:00f14:30

a14:00

g15:00列品解説「甲信地域の縄文土器」14:00 平成館企画展示室

月例講演会「韓国と日本の架け橋―韓国における日本美術の展示―」
13:30 平成館大講堂＊4 e13:30a14:00g15:00e14:30

ファミリーワークショップ「唐紙を摺って散らし書きに挑戦！」10:00 表慶館創作の間＊6一般向けワークショッ
プ「古筆の魅力を体験！」14:00 表慶館創作の間＊6 h12:30, 14:00 f14:30a14:00

g15:00

列品解説「甦る天平の宝―正倉院宝物模造」14:00 本館14室a14:00g15:00

b14:00e14:30j14:00i14:00

a14:00d14:30

f14:30g15:00

天平楽府コンサート 13:30 平成館大講堂＊8 ニューイヤーコンサート
19:00 平成館ラウンジ＊9 a14:00c14:30g15:00

b14:00i14:00

列品解説「資料目録が語ること」14:00 表慶館対話の間

b14:00e14:30

a14:00
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